
■元気で新しい八尾のまちづくりを考える市民懇談会　意見のまとめ

第２回市民懇談会 「第４次総合計画総括レポート」へのコメント（案） 備考

際立った特色 課題 （かっこ内の丸数字は、グループの番号）
★追加や修正等のご意見は、別紙（資料６）にて事務局までご
提出ください　⇒　締め切り＝１月２６日（月曜日）午後５時

１．全般 ・八尾が好きな人が多い
・人とのつながりが豊か
　　→　八尾から離れられなくなる
・元気な人が多い
・「八尾が大好き」と言える人が多い
・八尾は元気のあるまち
・人口が20～30万人で小回りがきく。程
よい大きさ
・住みやすい
・バランスがいい（自然、産業、人）
・お金がなくても楽しめる
・河内の中心
・特別に何かがあるというわけではない
・大都市に隣接
・田舎だが便利

・休日にすごしたいと思える場所が
少ない
・八尾の良いところを知らない人がお
られる

・市民パワーが既に色々と発揮されている。親しみやすいまちである
ことの全国発信が必要。広報の仕組みづくりを提案したい。（①）
・八尾の魅力を次の世代に伝えていくことが大切。（②）

○（１－１）「八尾が大好き」と言える人、元気な人が多い。人のつなが
りが豊かで、八尾から離れられなくなる。
○（１－２）八尾は人口が20～30万人の間で小回りがきく程よい大きさ
である。自然や産業のバランスがよく、大都市にも隣接しているので
便利で住みやすい。
○（１－３）休日にすごしたいと思える場所が少ない。
○（１－４）八尾の良いところを知らない人がおられる。市民パワーが
活発であること、親しみやすいまちであることなど、八尾の良さを全国
にＰＲしていくことが必要である。
○（１－５）八尾の魅力を次の世代に伝えていくことが大切である。

八尾の魅力

・八尾は「えぇなぁ」といわれる ・子ども、高齢者の目線・意見を取り
入れる
・八尾全体の統一デザインがない
（シンボルに集約しては）

・こんな八尾市にしたいというビジョンが市民と共有できていない。常
に到達点（ポジション）をふりかえることができる総合計画にして欲し
い。（①）
・市民の意見を聞くばかりでなく、地域を熟知している行政自身が方
向性を打ち出すことが必要。地域経営・市民参加だけでは古く、そ
れを踏まえた行政の主導性、リード力が必要。（①）
・様々な施策の実施を、市民の生活実感の改善に繋げていくことが
大切。行政の自己評価と市民の評価に差があるものについての分
析が必要。（②）
・現在の課題を一覧にし、その課題を市民が評価する仕組みをつく
ることが必要。（②）
・まちづくりについて冊子や地図を作成しているが、市民全員に対し
て情報を共有できていない。（②）
・総合計画と財政の関係はどうあるべきかについて今後議論を深め
ていくことが必要。（①）
・行政と民間が協力して八尾独自の人材育成に力を入れる必要が
ある。（①）

○（１－６）八尾の将来ビジョンが市民と共有できていない。常に到達
点（ポジション）をふりかえることができる総合計画とすることが必要で
ある。また、総合計画と財政の関係はどうあるべきかについて今後議
論を深めていくことが必要である。
○（１－７）地域を熟知している行政が方向性を打ち出すことも必要。
地域経営・市民参加を踏まえた行政の主導性、リード力が必要であ
る。
○（１－８）子どもや高齢者の目線・意見を取り入れたまちづくりを進め
ていくことが必要である。
○（１－９）様々な施策を市民の生活実感の改善に繋げていくことが
大切。行政の自己評価と市民の評価に差があるものについての分析
が必要。課題を一覧にし、その課題を市民が評価する仕組みをつくる
ことが必要である。
○（１－１０）行政と民間が協力して八尾独自の人材育成に力を入れ
る必要がある。

まちづくりの
進め方

地域経
営システ
ム分野

２．市民参画の仕
組みづくり

・行政とのパイプがつくりやすい ・市民がたくさんの人とつながる仕組
みづくり
・市民に一体感がない（小さい地域
がばらばらに動く。まとまって動かな
い）
・地域で支えあう　行政、市民がどう
役割をわかちあうか

・団体が上手くつながっていない。コンダクターとなる組織が必要。
・行政だけでは限界がある。市民参加による行政と市民の協働が必
要。行政は市民の声に耳を傾け、市政に反映させるべき。（②）

○（２－１）市民に一体感がない（小さい地域がばらばらに動く。まと
まって動かない。団体が上手くつながっていない）。市民がたくさんの
人とつながる仕組みづくりや、コンダクターとなる組織が必要である。
○（２－２）行政だけでの活動には限界がある。地域での支えあいが
重要であり、住民と行政との役割のわかちあい（協働）が必要である。
○（２－３）他の大きな都市に比べると、行政と市民との距離は比較的
近く、人間関係も作りやすい。
○（２－４）行政は市民の声に耳を傾け、市政に反映させることが必要
である。

協働

・コミセン毎に地域の好きなところマップ
を作成した
・66ヶ村（明治時代の市域）

・「好きなところマップ」
　→地域の良さを活かしたまちづくり

○自治会活動の充実（広報、防犯、防災、環境など）が必要。ＮＰＯ
や小学校区単位での様々な活動とも連携できると良い。若い世代が
自治会離れをしていることから、若い人の参加の促進が必要。
○ラウンドテーブルは先見性のある取り組みであるが、実践が伴わ
なかった。ようやく時代が追いついてきた。最初は行政からの働きか
けが必要であったのではないか。
○市職員も住民として地元の地域活動に参加してはどうか。いっしょ
に取り組むことで自治を担う人材が地域で育つと思われる。

○（２－５）コミュニティセンター毎に地域の好きなところマップを作成し
たことがある。地域の良さを活かしたまちづくりを進めていくことが必
要である。
○（２－６）自治会活動の充実（広報、防犯、防災、環境など）が必要。
ＮＰＯや小学校区単位での様々な活動とも連携できると良い。若い世
代が自治会離れをしていることから、若い人を役員とするなど、若者
の参加促進が必要である。
○（２－７）ラウンドテーブルは先見性のある取り組みであるが、実践
が伴わなかった。ようやく時代が追いついてきた。最初は行政からの
働きかけが必要であったのではないか。
○（２－８）市職員も住民として地元の地域活動に参加してはどうか。
一緒に取り組むことで自治を担う人材が地域で育つと思われる。

地域活動

第１回市民懇談会第４次総合計画の
全般＋政策（１６）
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・ボランティアの力がつよい
・職住近接　→　趣味がしやすい

・中間支援組織（市民活動支援ネットワークセンター「つどい」）の活
動のてこ入れが必要。（①）
・企業が市民活動に参加したことも過去10年間の成果では。企業と
の協力も必要。（①）
・市制60周年での様々な取り組みをきっかけにボランティア活動が
活発となっている。（②）
・市からの助成金からはボランティア参加者にお茶１本を配ることが
できない。何とかならないか。（②）

○（２－９）市制60周年での様々な取り組みもあって、ボランティア活
動が活発となっている。また、企業のまちづくりへの参加が進んだこと
も成果であろう。
○（２－１０）中間支援組織（市民活動支援ネットワークセンター「つど
い」）の活動のてこ入れが必要である。
○（２－１１）ボランティア活動を活発化するために助成制度の見直し
が必要ではないか。

市民活動

・河内音頭まつりが市民のまつりとならず特定の人だけで盛り上がっ
ている。全国発信するのであれば学校でも教えてはどうか。文化や
国際交流にもつなげてはどうか。（①）
・河内音頭まつりは大勢のボランティアが支えている。全員がボラン
ティアになれば開催費用の節約にもなる。（②）

○（２－１２）河内音頭まつりが、特定の人だけで盛り上がっているよう
な印象がある。河内音頭を全国発信するのであれば学校で教えては
どうか。また、文化や国際交流にもつなげてはどうか。また、大勢のボ
ランティアが支えるまつりであるので、全員がボランティアになれば開
催費用の節約になる。

河内音頭

３．まちづくりの共
通意識の向上

・エレベーター設置などバリアフリーが進んだ。しかし、整備方法が
ばらばらであり、統一感がない。また、整備したことのＰＲが必要。
（①）
・公共施設は誰もが使える施設をめざすべき。バリアフリーを含めた
ユニバーサルデザイン化を進めるべき。（②）

○（３－１）エレベーター設置などのバリアフリー化が進んでいる。
○（３－２）整備したことのＰＲを強化するとともに、誰もが使える公共
施設をめざして、バリアフリーを含めたユニバーサルデザイン化を進
めていくことが必要である。

ユニバーサ
ルデザイン

・外国人が“野遊祭”で楽しむ ・外国人が住みやすいまちに ○（３－３）“野遊祭”には外国人市民も多数参加し、楽しんでいる。
○（３－４）外国人市民が暮らしやすいまちづくりを進めていくことが必
要である。

国際平和

４．効率的創造的
な行財政運営

・財源がなくても取り組めることがあ
る。

・地域担当職員を配置するのであれば、地域事情に詳しい職員の
方が良いのではないか。（①）
・各施策についてＰＲ方法の検討が必要。市のホームページがわか
りにくい。（②）

○（４－１）財源がなくても取り組めることがあるのではないか。
○（４－２）地域担当職員を配置するのであれば、地域事情に詳しい
職員の方が良い。
○（４－３）各施策についてＰＲ方法の見直しが必要。市のホームペー
ジがわかりにくい。

健康福
祉分野

５．総合的な地域
コミュニティケアの
充実

・人がきさく、助け合う　→　住みやすい
・人情があるまち
・地域福祉の見守り活動では人が何より
も資源
・あたたかいまち　支えあい

・できる人をもっと強く。そうでない人
をどうするか。

・地域福祉活動における行政の関与、取り組みが見えてこない。
（②）
・シルバー人材センターのＰＲが必要。また、施設が手狭である。就
労促進のための支援が必要。（②）
・在宅介護についての市民の評価、問題点がしっかりと把握できて
いないのでは。（②）
・地域福祉推進基金の運営方法の見直しが必要。（②）

○（５－１）八尾は、住民が気さくで、人情・助け合い・支え合いがあっ
て、暮らしやすいまち、あたたかいまちである。
○（５－２）弱者をきちんと支えていくことが必要である。
○（５－３）地域福祉活動における行政の役割がわかりにくい。また、
地域福祉推進基金の運営の見直しが必要である。
○（５－４）在宅介護については、市民の評価、問題点をしっかりと把
握することが必要である。
○（５－５）シルバー人材センターのＰＲが必要である。施設が手狭と
なっている。

福祉

・伸び伸び暮らせた、遊べた
・のびのびと子どものときに遊べた
・子どもが育てやすかった(周りとの関わ
り)

・日本一子どもを育てやすいまち（待
機児童なし、医療費ゼロなど）
・子どもを「もっと」育てやすいまちに
 　→人口増加にもつながる
・子どもが放課後に遊べるところ、活
躍できるところがない。小さな公園な
どがあればよい（昔は学校が開放さ
れていた）
・子どもたちが元気に過ごせるまちに

・保育所の待機児童については支援施策が充実していないことが
原因ではないか。（②）
・ファミリーサポートセンターが設置されたが、まだ地域に根ざしてい
るとはいえない。つどいの広場や市民団体との連携などが望まれ
る。（④）

○（５－６）かつては、周りの住民の支えもあり、子どもたちを育てやす
いまちであった。子どもたちものびのびと遊ぶことができた。
○（５－７）これからも子どもたちが元気に過ごせるまちにしたい。その
ためには、子どもたちが放課後に遊べるところ、活躍できるところが必
要である。
○（５－８）日本一子どもを育てやすいまち（待機児童なし、医療費ゼ
ロなど）を目標に掲げるなど、子どもを「もっと」育てやすいまちにした
い。人口増加にもつながるのではないか。
○（５－９）ファミリーサポートセンターなどの施策のＰＲや、事業・制度
間や市民活動等との連携強化が望まれる。

子ども・子育
て

・医療体制の充実が必要。（②）
・救急医療情報の提供の充実が必要。（②）
・救急医療（１次・２次・３次）の役割分担の課題や、診療科不足の問
題など、救急医療の課題を明確化すべき。患者のたらい回しを防ぐ
ための具体的な対策を講じる必要がある。（②）

○（５－１０）救急医療についての情報提供の充実が必要である。
○（５－１１）救急医療（１次・２次・３次）の役割分担の課題や、診療科
不足の問題など、救急医療の課題を明確化すべき。患者のたらい回
しを防ぐための具体的な対策を講じる必要がある。

医療
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教育文
化分野

６．生涯を通じて
学び楽しむ環境づ
くり

・歴史、史跡
・文化、河内音頭

・郷土芸能を守っていきたい
    →高齢者の生きがいにもなる
・いつも河内音頭が流れているまち
に（定席を）
・河内音頭を継ぐ人が15年たつとい
なくなる
・地域ごとにまつり、河内音頭を

・伝統文化の保存・継承に加えて、文化を担う人材の育成が必要。
（②）

○（６－１）河内音頭がいつもまちに流れているようなまちにしたい。
○（６－２）河内音頭などの郷土芸能を守っていくことが必要である。
伝統芸能の保存・継承活動は、高齢者の生きがいづくりともなる。

伝統文化

７．子どもが健や
かに伸びていく教
育の充実

・学校や先生の元気がない
   →子どもが元気でないと！

・学校、地域、家庭のネットワークが少しずつできているが不十分。
学校が中心となったネットワークを考えていく必要がある。（④）
・市民や保護者の側から先生の顔や個性、特色が見えにくくなって
いる。先生が特色ある活動をしにくくなってきているのでは。（④）
・「人権のまち・八尾」として、「生きる力」とは何かを学校を中心に調
査・検討してほしい。学力だけでなく、仲間づくりや交流等も必要。
そして、「生きる力」の向上のために地域で何ができるのかを考える
べき。（④）
・子どもの役割や責任を明確にし、主体的にものごとに取り組める子
どもを育てていくことが必要。（④）
・“できる学校”と“できない学校”に分けて方針を検討するような単
純化は危険。子どもを中心に何が原因で問題が生じているかをしっ
かりと分析し、親や地域の参画を得て課題への取り組みを進めてい
くことが必要。（④）
・“モンスターペアレント”が話題となり、保護者が学校に意見を言い
にくい環境ができてしまった。（④）
・ゲストティーチャー(社会人教師）に関する議論が始まったが十分
ではない。（④）
・教育サポートセンターの設置は評価するが、活動内容ついての認
識が広がっていない。現場教員のニーズを調査し、教員を支える体
制、研修制度をサポートセンターが担うべき。（④）
・教育サポートセンターについての広報が不十分。コーディネー
ターなど必要に応じた人材の育成・確保が必要。（④）
・教育サポートセンターには、子どもが本当に必要としていることを
しっかり把握することが望まれる。（④）

○（７－１）学校や先生の元気がないと、子どもたちも元気にならな
い。
○（７－２）“できる学校”と“できない学校”に分けて方針を検討するよ
うな単純化は危険。子どもを中心に何が原因で問題が生じているか
をしっかりと分析し、親や地域の参画を得て課題への取り組みを進め
ていくことが必要である。
○（７－３）市民や保護者の側から先生の顔や個性、特色が見えにくく
なっている。また、“モンスターペアレント”が話題となり、保護者が学
校に意見を言いにくい環境ができている。
○（７－４）学校を中心として、学校・家庭・地域のネットワークのさらな
る充実を進めていくことが必要である。
○（７－５）「人権のまち・八尾」として、「“生きる力”とは何か」について
学校を中心として調査・検討が必要である。学力だけでなく、仲間づく
りや交流等も必要である。また、主体的にものごとに取り組める子ど
もを育てていくことが必要である。そして、「生きる力」の向上のために
地域で何ができるのかを考えるべきである。
○（７－６）ゲストティーチャー(社会人教師）に関する議論が始まった
が十分ではない。
○（７－７）教育サポートセンターが設置されたことは評価できる。子ど
もたちや、現場の教員のニーズをしっかりと把握し、教員を支える体
制づくりや教員の研修、コーディネーターなどの人材育成を進めていく
ことが求められる。

学校・教育

産業経
済分野

８．産業振興方向
の検討

・農業、商業、工業のバランス ・資源の再発見で産業起こし
　　→利益の源泉→雇用→市民活
動
・行政的に元気とは？
・事業所が減っている
   →税収が落ちる
・中心的な産業は何？

・産業は市の活力の源であり、産業全体の活性化が重要。振興計
画や仕組みがないため中小企業の先行きが不透明。（③）

○（８－１）八尾市には、製造業（ものづくり）、商業、農業などの様々
な産業がバランスよく存在している。
○（８－２）事業所が減少傾向にあるが、このままでは税収が落ち込
んでしまう。
○（８－３）産業は八尾の活力の源であり、産業全体の活性化が重要
である。産業振興のための計画策定や仕組みづくりが必要である。
○（８－４）地域資源の再発見により産業を起こし、その利益により雇
用を維持する。それが市民活動の活発化にもつながる。たとえば、産
業集積を活かして、地元で消費するものを生産・供給することが考え
られる。

産業振興

９．産業集積機能
の強化

・産業集積が壊れかけている
    →地域で消費するものをつくって
はどうか
・産業の集積地で空き家が増えてい
るのは大変。集積が強みであれば大
変な状況ではないか。
・住民に商工業の役割を伝えていく
ことが必要

・「ものづくりのまち」として産業集積が全国的に有名であるが、その
仕組みが崩壊しつつある。（③）
・製造業のまちであるが、そのイメージがない。（③）
・工場の移転・廃業によりできた跡地に住宅が建つと、周辺の工場
が迷惑施設となったり、事業拡張がしにくくなる。土地利用について
今ままでのよさを守っていくため、住宅の建設抑制などの仕組みづ
くりや風土づくりが必要。（③）
・産業集積を維持するために、企業が流出しない魅力づくり（例：
ネットワークづくり、道路の拡幅など）が必要。（③）

○（９－１）「ものづくりのまち」として全国的に有名であるが、産業集積
を成り立たせている仕組みが崩壊しつつある。
○（９－２）産業集積を維持するために、企業が流出しないような対策
（例：住工混在の抑制、ネットワークづくり、道路の拡幅など）が必要で
ある。
○（９－３）商工業が果たしている役割について、市民に理解を求めて
いくことも必要である。

産業集積

１０．地域に根ざし
た産業の振興

・空き店舗が増えているので、そうした店舗を上手く活用していくこと
が必要。（③）
・大型店の出店により商店街の活気がなくなると、大型店が撤退した
ときに、非常に不便になる。小さい店が集まって賑わう商店街となれ
ばよいのだが。（③）

○（１０－１）空き店舗が増えてきているので、そうした店舗を上手く活
用していくことが必要である。
○（１０－２）大型店に依存しすぎると、大型店が撤退した時のダメー
ジが大きくなる。小さい店が集まって賑わう商店街となればよい。

商業
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第１回市民懇談会第４次総合計画の
全般＋政策（１６）

・農地が減ってきており、地産地消などの支援が必要。直売所はあ
るが市民に知られていない。（③）
・生産者が減り、特産物として残っているのは若ごぼうと枝豆である。
（③）
・消費者の側にも、地元の農産物を食べるという意識改革が必要。
（③）
・生産者も、所有地だからといって遊休地にするのでなく、有効活用
していくことが求められる。（③）
・工業の職人に対する表彰と同様の表彰制度が農家に対しても必
要では。（③）

○（１０－３）農地が減っている。生産者不足により、特産物として残っ
ているのは、若ごぼうと枝豆ぐらいである。
○（１０－４）消費者の意識改革により、地産地消を進めていくことが
必要である。直売所もあるが市民に知られていない。
○（１０－５）生産者には貴重な農地を有効活用していくことが求めら
れる。頑張っている農家に対しては、ものづくりの職人と同様に表彰し
てはどうか。

農業

・日本は技術と文化で生活していく
（資源がない）
・外国人観光客を呼び込む（民俗芸
能を見てもらう）
・観光を大事にしましょう（担当部署、
観光協会もない）
・楽しいまちをつくる
・地域資源を掘り起こそう
→まちづくり、産業づくりにつなげる

・観光に取り組むべき。現行の総計には観光の項目がない。市役所
には担当組織がない。行政における観光の位置づけをしっかりとす
ることが必要。観光は商業活性化のほか、住民がわがまちを見直す
効果にもつながる。（③）
・八尾は歴史、自然、ものづくりなど観光資源が豊富。古墳、埋蔵物
などの歴史的資源の活用のほか、インダストリアルツーリズムなどの
工場見学、農業見学などにより、他の産業との関係も強くなる。（③）
・強力な観光資源がなければ、観光資源を育てていけばよい。ＰＲ
が重要。（③）
・観光ボランティアガイド協会などの体制整備が必要。（③）

○（１０－６）八尾は歴史や自然、ものづくりなど観光資源が豊富であ
る。総合計画や行政組織においてきちんと位置づけた上で、観光に
取り組むべきである。観光は商業活性化のほか、住民がわがまちを
見直す効果にもつながる。
○（１０－７）古墳、埋蔵物などの歴史的資源の活用のほか、インダス
トリアルツーリズムなどの工場見学、農業見学などにより、他の産業
との関係を強めて取り組みを進めることが必要である。
○（１０－８）観光ボランティアガイド協会などの体制整備とともに、情
報発信（ＰＲ）が重要である。

観光

・子どもたちが八尾で働けるように
・「元気」→　働く場所、従業者を増
やす
・外国人、障害者の職場

・行政自身が障害者の法定雇用率を達成していない。（②） ○（１０－９）働く場所や従業者を増やすことが、まちの元気につなが
る。
○（１０－１０）子どもたちが八尾市内で働けるようなまちづくりを進め
ていきたい。
○（１０－１１）障害者や外国人市民の雇用の場も重要である。行政は
率先して、障害者の法定雇用率を達成すべきである。

就業・雇用

生活環
境分野

１１．循環型社会
の形成と生活環
境の向上

・20～30万人はエコでも最適
・ものづくりのまち（省エネしやすい）

・行政がリーダーシップをとって環境に関わるビジョン（水やごみの
削減だけでなく、太陽光発電などを含めた）を打ち出すべき。（①）

○（１１－１）人口20～30万人の都市は、環境配慮の観点からも最適
な人口規模であり、そうした特色を生かした総合的な環境配慮のビ
ジョンを打ち出していくことが必要である。
○（１１－２）環境配慮を進めていくため、ものづくりのまちである特色
や蓄積を活かし、様々な環境配慮技術が活用できるとよい。

環境

１２．安全安心な
まちづくりの推進

・自然災害が少ない
・大阪府中部広域防災拠点がある
・災害時に助け合い
・人のために動く人、困っている人を助
けあう風土
・人のつながりで守っていく（防災）
・防災と地域福祉のつながりが大事にな
る　→　頼もしく感じる
・犯罪が多い

・生駒山の活断層
   →ライフラインの確保
・まずは安心安全なまち
・公園の見通しが悪い（木がかげに
なる）

・ひったくりが多いので、年末だけでなく通年で夜回りをしていただ
けると良い。（②）
・通学路の安全確保について、民間だけでなく、行政も協力して欲
しい。（②）

○（１２－１）困っている人を助け合う風土があるのが八尾の特色であ
る。
○（１２－２）これまでは、比較的自然災害が少なかったが、生駒山に
活断層があることから、地域福祉と連携しながら、人のつながりによ
る防災対策を進めていくことが必要である。
○（１２－３）通学路の安全確保のため、民間だけでなく行政など公的
機関の協力が求められる。
○（１２－４）ひったくりが多いので、通年での夜回りができるとよい。

安全・安心

１３．ライフライン
の充実と水循環
の促進

○（１３－１）ゲリラ豪雨対策やライフラインの防災対策を進めていくこ
とが必要である。

防災

都市基
盤分野

１４．計画的な土
地利用と都市景
観の誘導

・公共施設、公園などが一通り整備され
た。
・玉串川の桜

・八尾のまちにあった「かたち」「やり
方」を柔軟に考えたい
・駅周辺整備をもっと（近鉄河内山本
駅周辺）

○（１４－１）公共施設や公園などの都市基盤施設は一通り整備され
ている。
○（１４－２）玉串川の桜並木は八尾の魅力である。
○（１４－３）駅周辺整備にあたっては、八尾のまちにあった「かたち」
「やり方」を柔軟に考えていくことが必要である。

土地利用・
景観

１５．自然環境保
全と緑の創造

・自然（山、川、池）
・大阪市内から自然を求めて遊びに来
る

・緑が減った。市民一人ひとりが取り
組めることでは。

○（１５－１）山や川、池などの自然に恵まれていることは八尾の魅力
である。
○（１５－２）大都市の近接した資源として、広域的な財産ともいえる。
○（１５－３）まちなかの緑が減ってきていることから、市民一人ひとり
が何か協力していくことが必要である。

自然
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第１回市民懇談会第４次総合計画の
全般＋政策（１６）

１６．総合交通体
系の形成と道路
の整備推進

・交通が便利（八尾空港、新大阪駅につ
ながる）
・ケーブルカーがある
・自転車で通りやすい道ができた

・エコカーで移動していこう。ものづく
りのまち。
   →持続可能なまちをめざしやすい
・アスファルト舗装が増えた
・駅のバリアフリー化の検討に参加（Ｊ
Ｒ八尾駅）
・南北の交通網がない

○（１６－１）将来的に、久宝寺駅と新大阪駅がつながるなど、広域的
な交通体系を含め、大都市アクセスは良好である。
○（１６－２）全ての鉄道路線が大阪と結ばれており、市内での南北の
移動が不便である。
○（１６－３）市域はコンパクトであり、自転車やエコカーの活用などに
より、環境配慮を進めていくことが考えられる。

交通

１７．まちづくりと
連携した良好な住
環境の創造

○（１７－１）具体的な住宅政策が見えない。
○（１７－２）市営住宅の公正、適正な運営が求められる。

住宅
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